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‘made’への遠い道  

ことばは崩れる－一英語の語源と由来  

菅 沼  惇  
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1… 想像してみたい  

現代英語でmakeという動詞はmake－madeLmadeと三要形の活用変化を  

する。ただこれは一万面白いもので，madeの語中にma：く二edeというようにk文  

字又はk音を空想してみようと思う奇特な人がひょっとしたらいるかもしれな  

い－そういう人を何と言うのだろう？ 言語学的空想家だろうか？ うん，空  

想というものは何でも良いものである。空想は空想であって空想でないことが  

ある。空想には科学性が秘められていることがある。   

2．中学生の珍答  

ところが日本の中学生がこれをやるのである。中学生はmake－maked  

－maked〔meiku－meikudo－meikudo〕とやるのである。そして先生から「えっ！？  

何ていうことだ．／ お前はそんなことも知らないのか．／make－made－made  

じゃないかノ」と叱られることになるのである。   
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当然叱られなければならないが，そのまた反面「君は言語学的隠れたる才能  

があるよ。」と一寸だけ褒めてやってもよい。本当に「君は頭が良いよ．．／」と言っ  

てやってもよいが，ほんとに頭が良いのでもないかもしれない。そこはまた二  

っに分かれる所かしれないが，即ち本当に頭が良ければmake－made－madeを  

知っていなければならない。ところがそう答えなくてmakeRmakedrmakedと  

答えたのであるから，幾ら頭が良くたって2番目？位の頭だろうからである。  

ここで頭の良さにこ通りあることになる。所謂二通りなのである。即ち前者は  

記憶力が強いという頭の良さであり，後者は応用力があるという良さである。  

この種の中学生，ところが，大抵は勉強的惰性上この種の答えを出しているこ  

とが多い。またところがその惰性的回答も実は人間の言語能力の素晴らしい… 

面を如実に覗き見させていたことにもなると）   

更にまた，この中学生の誤答・珍答なるものまた別の意味において素晴らし  

いものでもあるのだ。素人が時として名人域のことを偶然しでかすことがあっ  

たりする－あれである。実はこれ昔々の英国人の英語を偶然突いていたこと  

になる。   

3原点－OE期での例  

それでは苗期英語での事情はどうであったかを垣間見よう。   

その頃makeのことをmacian〔mまkian〕と言っていた。ドイツ語のmachen  

〔mまⅩ∂n二〕を努馨とさせる言葉である。例えば次の様に使われた。  

（1）icmacige8emycelremzeg6eGen刃L2   

（＝AndIwi11maketheeagreatnation）   

そして過去・過去分詞形は次の通りであった。  

（2）f）a・・・”3）undydeNoehiseah8yrl，∂e heon6am arcegemaCOdeGen  

†ⅠIL6  

注1）生得的言語習得説においては，gOed，falledと幼児がやるのを創造性の一面として重  

要視する。   

2）以下下線は特に断らない限り著者による便宜上の印である。   

3）以下点線は特に断らない限り著名による文中一部省略を意味する便宜上の印であ  

る。   
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（＝Then…undidNoahitswindow；thathehadmadeontheark）  

（3）gehabba6“…「gemaCOdpaethy willa6us…lIOfsleanE方OdⅤ－21   

（yehave…ahddonesothattheywi11ki11us・・……）   

即ち古期英語では，纏めてみると，次のようになっていたことになる。  

（4）macianumacode－maCOd   

4．過程－ME期での例  

それが段々中期英語の時代になると語形の単純化と文字の交代C→k（これ  

はフランス語綴りの導入と言われている）が起こり，次の様になっていく。  

makien   

（5）maken  

make  

－makede－maked  

次の例の様なものである。  

（6）forhedidegodiustise「垂坐pais771eAnglo－SaxonChronicle，   

MCXI 

（＝forhedidgoodjusticeandmadepeace）  

（7）p2etminstrehimakedenmeAnglo－SbxonChro71icleMCLIV 

（＝thatmonastrytheymade）  

（8）AndtherforewoII垂youdisport，771ePro10gue，l775 

（＝AndthereforeIwillmakeyousport，）  

（9）Hewaytedafternopompeandr’eVerenCe，  

Nemakedhim aspycedconscience，77zePro10gue，ll525－6  

（＝Helongedfor nopomporreverence，  

Nomadehimselftoomucha conscience，）   

やはりこうやって色々な時代の書き物の中を散策していると色々な見付け物  

をする。中学生の珍物がこのようにして大著，Aク曙わー滋方0乃 Cゐγり死∠cJβや  

Chaucerの作品の中にも落ちていた。   

そしてそれからの道は，このmaked〔ma：k∂d〕のkが消えていかなくてはな  

らない道である。段々と使われて行っている中に擦り減りし易い箇所は擦り   
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減っていったのであろう。ME期は英語の変化の中でも中々大変な時期であっ  

た。遂いにmade〔ma‥d∂〕及び過去分詞の方はmad，maad共に〔ma：d〕となっ  

ていった。次の様な例である。  

（10）God些旦坐Ofnou3theueneandertheGen．I＿1（Wycliffe訳後版）  

（＝Godmadeofnothingheavenandearth）  

（11）Godseide，Li3tbe垂，andli3tWaSmaadGenI＿．（同上）  

（＝Godsaid，くtMaylightbemade！，”andlightwasmade）   

5小 到達点  

そしてこれは更に，大母音推移（Gr’eat VowelShift）という発音上の変化が  

おきて，現代英語期に入る頃には〔ma：da〕→〔meid〕，〔ma：d〕→〔meid〕となっ  

て今日に至っているのである。  

「ことば」というものはこのように崩れて行くものである。丁度それは「人性」  

の惨く，気だるい「惰性」に，人間の諸現象のあちこちに顔を出す素朴で実直  

な現象がそれとなく複合しあって醸し出されるえも言われぬ言語現象なのであ  

る。   

6．．烏撤図  

終わりに此処までのこの語の変遷を特徴的に鳥撤図にしてみると次のように  

なる。  

（12）OE期 macian－maCOdeMmaCOd  

、  J  J  

makien  maked  

J makede－ J  

maken－ J  mad   

J made maad   

make  

〔ma：k∂〕〔ma：d〕〔ma：d〕   

J  J  J   

ME期  
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